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製造業ではスマートファクトリーを含むDX（デジタルトランスフォーメーション）の動きが加速しています。
製造業の一員である弊社も、長い間、現場改善とものづくりDXに取り組み「変化に強いものづくり」で、
この環境変動に対応しております。
今回は、最新の「画像AIモデル」を用いた技術による効果的な活用について、皆様方のヒントになる事例を
ご紹介いたします。

Webinar
～最新AIモデルを用いた ものづくりDX改革！ 良品画像のみで検査・監視業務を効率化～

プログラム

お申込

1.熟練者の目に変わる画像AIにより現場の検査・監視工程を変革
弊社独自の人工異常添付技術を適用し、世界最高精度を実現したDeep Learningベースの
画像AIと、それを活用した製造現場の検査・監視工程の業務変革への取り組みを紹介。

3.AIモデル運用の課題解決に向けて
製品の経年変化やロットのバラツキ等、現場の日々の状況変化に対応し、継続的にAIモデルの
構築・運用支援が可能なソリューションを紹介。

2.画像AIソリューションの最新活用事例
ものづくりの現場での検査工程変革、製品品質の監視、設備の状態監視など、画像AIの
様々な活用事例を紹介。

※お申込完了後、お客様メールアドレス宛に完了メールを送付いたします
※定員になり次第、お申込みを締め切らせて頂きます
※同業他社および個人の方のお申込みはお断りする場合がございます

【お問合せ先】 富士通株式会社 ビジネスパートナー本部 デジタルサービスビジネス統括部 ものづくりビジネス部
e-mail: contact-jpmono@cs.jp.fujitsu.com

https://seminar.jp.fujitsu.com/public/seminar/view/64445

定員:100名
【受講料無料】

『製造現場における ものづくりDX』
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